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業績予想と実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2023 年５月 12 日に公表いたしました 2024 年３月期通期業績予想値と本日公表の実績値に

差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、2024 年 3 月期において特

別損失を計上いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期業績予想値と実績値の差異について 

（１）2024 年３月期通期業績予想値と実績値の差異（2023 年４月１日から 2024 年３月 31 日） 

 売 上 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

10,573 

百万円 

550 

百万円 

606 

百万円 

413 

円 銭 

87.50 

今回修正予想（Ｂ） 10,143 742 795 401 85.15 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △430 191 189 △11  

増 減 率（ ％ ） △4.1 34.8 31.3 △2.8  

（参考）前期実績 

（2 0 2 3 年 3 月期） 
9,960 549 621 82 17.44 

 

（２）差異の理由 

売上収益につきましては、概ね想定通りに推移いたしましたが、各事業において売上原

価の低減等に努めた結果、営業利益及び経常利益につきましては、予想値を大きく上回る

結果となりました。一方で、当期純利益は特別損失（固定資産の減損損失）の計上により、

予想値を若干下回る結果となりました。 

 



 

２．特別損失（固定資産の減損損失）の計上について 

  新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、国内全般においては社会経済活動が正常化

され景気は緩やかな回復傾向が見られる一方、業況の回復には地域差が生じており、今般、

広島支店においてナビタ事業関連設備、及び共通部門の特別損失（固定資産の減損損失）と

して 152 百万円を計上することとなりました。 

今回の減損損失計上に伴い、資産を適正化することで、広島支店の新たな成長ステージに

向けて着実に取り組んでまいります。 

 

以 上 


